
その他の建設業－その他におけるその他の仮設物、建築物、構築物等を起因物とする死傷災害発生事例

（2017年）
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年

齢

労

働

者

規

模

1
14～

15

現場へ向かう際、道を間違えてしまったためUターンしようとしたが、道幅が狭い

ためミラーを折りたたんで何度か切り返しをして戻ろうとしたが、その際にバック

しすぎてそのまま後ろから約5m程の崖下に落下した。

56

1

～

9

2 10~11

敷地内でテントのシート張替作業中に突如、突風シートの一部がめくり上りそれを

直そうとトラスの柱をよじ登り、めくり上ったシートを下に引っ張っていたとこ

ろ、足が滑り高さ1.5mから落下した。 着地は上手くしたが、基礎のコンクリートの

角にふくらはぎをぶつけて打撲した。

46

30

～

49

3 13~14

使用する作業用備品である業務用架台（長さ120㎝、幅50㎝、高さ40㎝、重量55

㎏）を業者に引き取りに行った際、架台を持っていた作業員の手が滑り、左手親指

がはさまれた。 なお、荷積み前には、6ヶ所の穴が合っているかどうかの確認作業

をしていた。

54

1

～

9

4
16～

17

解体した家屋の窓ガラス（約90×180cm）をトラックへ運ぶ際に、手が滑り足の上

に落下し、右足等を負傷した。
52

10

～

29

5
13～

14

除染作業建物北側で、草袋（3㎏程度）2個を両手に持ち、車に持って来る時に狭い

場所で側溝蓋の付いていない場所で右脚を踏み外し、バランスを崩し尻もちをつい

たところ、尻を強打した。

49

1

～

9

5
10～

11

被災者は解体現場において仮囲いフェンス解体中に、番線を切ろうとしフェンスを

つたって手と足をフェンスにかけて移動したところ、足元が滑りバランスを崩し落 44

1

～



下してしまい、着地の際に右足踵骨を骨折してしまった。 9

5
17～

18

会社の倉庫で道具の積み降ろし作業をしている時に溶接機が落下して、右足の甲に

当たり骨折した。
24

1

～

9

5
11～

12

駐車場解体工事中、境界ブロック付近で境界ブロックの縦筋を切断するための斫り

作業を完了し、鉄筋切断が出来るかの確認をしている時に、突然倒れてきた境界ブ

ロックに、境界ブロックが不安定な状態にもかかわらず、作業員が危険予知を怠

り、確認のために境界ブロック際に立ち入ってしまい、屈んだ状態で確認作業をし

ていたためブロック塀が倒れてくるのに気付かず、3m×1.5mのブロック塀の下敷

きになった。

55 ―

5 8～9

窓枠サッシュ取付工事現場にて、取り付け済みの窓枠サッシュが雨に濡れないよう

にシート及びベニヤ板を取り付けて、当該シート及びベニヤ板を取り外すために高

さ4mの作業箇所にのぼってナイフでシートを切り外したところ、シート共に地面に

墜落した。

69

10

～

29

7 15~16
現場で鉄の柱を支えているときに誤って倒れてしまい、左足甲に落ちてきて負傷し

た。
52

1

～

9

7
9～

10

マンションの外側にある樹木を剪定の為に、三脚からコンクリートの塀に乗り作業

していた。 周りには外柵に囲まれた場所。 作業中に足を踏み外し鉄柵に落下した際

に、4本肋骨骨折と脇腹に鉄柵が刺さり（3～4本）出血、自分で鉄柵を抜き、地面

に降りて他の作業員に助けを求めた。

67

1

～

9

7
22～

23

自動車に乗り込むために徒歩での移動中、仮囲いに使用していた仮設ガードレール

（H700）を跨いで乗り越えようとしたところ、右足を引っ掛けてしまい、バランス

を崩して転倒した。 その際に右膝から着地したため、右膝を負傷した。

46

30

～

49

10
9～

10

解体工事において、家屋解体作業で電話線の切断の作業中に電話線のワイヤーが切

断の弾みで跳ね返り、自分の所へ向かってきたので、それを避けようとしてバラン

スを崩し、後方へ倒れ込み道路に転倒した。 その際、胸と背骨を骨折した。

28

1

～

9



10
16～

17

道路上に汚泥吸引車を駐車して道路横断内の清掃作業を上流側より行っていたと

き、下流側の溝内に水が溜まり始めたので、急ぎ吸引しているホースで水を吸わせ

ようとしてホースを水につけたところホースが引っ張られ、不安定な体勢でホース

を持っていたため、バランスを崩して左足首を捻った。 踏ん張っていたが落ちそう

になったため、側溝内に飛び降りて転倒した。 起き上がるときに左足に痛みを感じ

た。 痛みの原因がバランスを崩し左足首を捻った時なのか、飛び降りて転倒した時

なのか一瞬のことで本人もわからないとの事である。

50

30

～

49

12 10~11
高さ3mのパイプに足を掛け、金具のボルト締め作業中、誤って足を滑らせ落下し、

両足で着地したが、右足首を骨折した。
38

1

～

9

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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